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地上 • BS ’11 0度 CS デジタル八ィビジョン 

液晶テレビ 


取扱説明書 


操作のしかたは、 

テレビ本体に搭載されている 
電子取扱説明書 n - マニュアル」 
をご覧ください。 



設置する 


接続ずる 


初期設定をずる 


テレビを見る 


困ったとさは 


その他 



BRAVIA 


KDL-46HX700 / 40HX700 / 40EX500 / 32EX300 / 26EX300 / 22EX300 












付属品を確かめる 


本機の持ち運びかた 


付属品一覧 

• B - CAS 力ード(デジタ 
ル放送用にカード） （1 
枚） 

台紙に貼り付けてあ 
0ます。 

• U モコン （1 個） 

. 単4形乾電池 (2 個） 


電源〕ード (1 本 V 


スタンド （1 個）* 2 


スタンド組み立て用 
ネジ ( M 5 X 16 mm ) 
(4 本)#2’ #3 
スタンド組み立て用 
ネジ ( M 4 XI 0 mm ) 

(3 本)*い4 

本体固定用ネジ 
( M 5 X 16 mm ) 

(4 本* 5) 

転倒防止用ベルト （1 
本） 

取付用ネジ （ + PSW 
M 4 X 20 mm )(1 本） 
木ネジ ( M 3.8 X 
20 mm )(1 本） 

ワイヤークランパー 


gs-CAsJ _ 

niiip- 






取付用ネジ木ネジ 


KDL -46 HX 70 0 L リ外は本機に付いています。 

’ KDL -46 HX 70 0 L リ外はスタンドを組み立てる必要びあ 
0ます。詳しくは、別紙のスタンド取付手順書をご覧 
<ださい。 

^ KDL -40 HX 700 / KDL -40 EX 500のみ付属。 

^ DL -32 EX 300 / KDL -26 EX 300 / KDL -22 EX 300のみ付属。 
■ KDL -22 EX 300は予備のネジ （1 本)を含む。 

’ KDL -46 HX 700 / KDL -40 HX 700 / KDL -40 EX 500のみ付 


正しいち法で運搬/移動する 

誤った方法で運搬したり移動したりすると、本 
機び落下し、打撲や骨巧をしたり、大けびをす 
ることびあります。 

大型テレビは重いので、開捆や持ち運びは必ず2 
人];•(上で行ってください。 

テレビの底面を持つとさは、イラストのように 
しっかりと持ってください。 

運ぶとをには、衝撃を与えないようにしてくだ 
さい。落下や破損などにより、大けびの原因と 
なります。 

特に、液晶画面を巧さえたり、強い力び加わる 
よラな持ちかたをしないでください。 

本機を運ぶとさは、本機に接続されている電源 
プラ つやヶーつ 、レなどをすべてはずしてくださ 
し、電源プラグを差し込んだまま移動させると、 
電源コードび傷つを、乂災や感電の原因となる 
ことびあります。 

修理や弓 I 越しなどで本機を運ぶ場合は、お買い 
上げ時に本機び入っていた箱と、クッション材 
を使ってください。 


运 

つラグをコン 
セントから抜く 


KDL -26 EX 300/ KDL -22 EX 300 


KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700/ 

KDL -40 EX 500/ KDL -32 EX 300 





本書では特に記載びない限り、 KDL -40 EX 500のイラスト 
を使用しています。 


■ 


設置ずる 
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スタンドを取り付け 
る 


見やすい角度に調節 
する[チルト] 


取り付ける前に、付属のネジに合ったドライバー 
をご用意ください。 

KDL -40 HX 700/ KDL -40 EX 500/ KDL -32 EX 300/ 
KDLJ 6 EX 300/ KDL -22 EX 300 の場合は、別紙の 
スタンド取付手順書をご覧になり、あらかじめ 
スタンドを組み立ててください。 

1 本体をスタンド(付属）に載せる。 

KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700/ KDL - 
40 EX 500/ KDL -32 EX 300 の場合は、必ず2 
人 m 上で行ってください。 

片方の手で底面を持ち、ちラ片方の手で本 
体上部を支えて < ださい。 


本体後面 



2 全の位置で本体固定用ネジ(付属)を締 
め、スタンドを固定する。 

電動ドライバーを使ラ場合、締め付けトル 
クは約 1.5 N'm 115 kgf-cml に設定してくだ 
さい。 

KDL -46 HX 700 / KDL -40 HX 700 / KDL -40 EX 500/ 
KDL -32 EX 300 / KDL -26 EX 300 


本体後面 



嘴嘴^ 


本体固定用ネジ 


KDL -22 EX 300 


動 


本体後面 


本体固定用ネジ 


画面の角度を調節でをる機種 

KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700/ KDL -22 EX 300 

• 本体とスタンドの間に手や指をはさまないよラに動か 
してください。また、壁などにぶつか5ないようにし 
て < ださい。 

• 液晶画面には細れないで<ださい。 

KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700 の場合 

ち側か5見た図 ，，^。 




〇スタンドのネジを 
はずす。 


06°の位置でネジを 
締める。 



:稿 

0 0 =^ 


本機後面 


〇 本機を持ち上げ、 
角度を変える。 


〇本機をおろす。 




本機ち側面 



設置する 


0°に戻すとさは、逆の手順を行ってくださし、。 
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乾倒防止の処置をす 
る 


KDL -22 EX 300 の場含 



で支えなび5調節してく 
ださし、。 



KDL -46 HX 700 / KDL -40 HX 700 / KDL -40 EX 500は画面の 
向さを左ちに調節でをます。詳しくは、 i - マニュアルをご 
覧< ださい。 



©テレビ台などに木ネジ咐属)などでしっかりと留 
める。 


ごを意 


•転倒防止の処置をしないと、本機び転倒し、けびの原 
因となることびあります。 

• テレビ台の種類により、付属の木ネジび使用できない 
とさや、強度び充分とれないとをには、お買い上げ店 
や工事店にご相談のラえ、市販のネジ(直径3〜 4 mm ) 
をご使用ください。 
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B - CAS 力ードを入れ 
_る 

B - CAS 力ード(デジタル放送用に力ード)はお客 
様と地上デジタル、 BS デジタル、110度〔5デジ 
タルの放送局をつなぐカードです。 

デジタル放送を視聴するしないに関わ!5ず、必 
ず B - CAS カードを挿入してください。 

次の手順は、電源を切ったが態で行ってください。 

1 同封の r ビーキャス ( B - CAS ) 力ード使用 
許諾契約約款」の内容を読み、了解され 
たうえで、台紙から B - CAS カードをは 
びす。 

B - CAS カードを貼ってある台紙の内容にご 
不明な点びあるとをは、 B - CAS カスタマー 
センター履話番号0570 -000-250) へお問い 
合わせください。 



2 B - CAS 力ードを奥までしっかり挿入す 
る。 



ごミ主意 


2004年4月から、番組の着作権保護のために B - CAS 力一 
ドを利用しています。 

B - CAS カードを挿入しないと、すべてのデジタル放送を 
視聴でさなくな0ます。 




















アンテナをつなぐ 


地上波と衛星放送の信号が混合の場合 



壁のアンテナ端子 
( VHF / UHF / BS /110 度 CS 遲合) 


地上波と衛星放送の信号が個別の場含 



壁のアンテナ端モ ( VHF / UHF ) 


巧びると金属部分に触れ、ショートの原因となります。 



• 現在お使いの UHF アンテナやアンテナケーブルでも地上 
デジタルを受信でさます。詳しくは、お買い上げ店にお 
問い合わせください。 






BS/llOgCS 
IF 入力 1 

VHF/UHF 


© 


:信号の流れ 


ケーブルテレビでを地上デジタルを受信•視聴でをます。 
お住まいの地域のケーブルテレビで地上デジタルび放 
送開始されているかは、ケーブルテレビ放送舎社にお 
問い合わせください。ケーブルテレビ放送会社によつ 
て送信方式び異なりますび、本機はパススルー方式の 
すべての周波数に対応しています。 

衛星アンテナをつなぐと、高画質•高音質で、各種テレ 
ビ放送•データ放送•ラジオ放送び楽しめます。 

BS デジタルの有料放送や110度 CS デジタルは受信契約 
び別途必要です。 



録画機器の接続は、つなぐ機器の取扱説明書をご覧ください。 



接続ずる 
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電源コードをつなぐ 



〇電源コード(付属)を奥までしっかり差し込む 
( KDL -46 HX 700のみ)。 

〇 フックに固定する。 

0 コンセントの奥までしっかり差し込む。 


ケーブルをまとめる 



• 電源コードはまとめないでください。 

• お使いの機種により、ワイヤークランバーの取り付け 
位置は異な0ます。 


ソフトウェアのダウン□ー ドにつ 
いて 

本機を最新の状態に保つために、デジタル放送 
またはネットワークか S 最新情報をダウン□一 
ドして、ソフトウェアを書を換えます。電源コー 
ドび抜かれていたり、 KDL -46 HX 700/ KDL - 
40 HX 700の主電源スイッチで主電源を切ったり 
したとをは、ダウン□ー ドは行われません。 

ソフトウェアの書き換え中は、本機前面の図の 
ランプびオレンジ色に点滅します。電源コード 
を抜いたり、 KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700 の 
主電源スイッチで主電源を切ったりしないで< 
ださい。ソフトウェアの書を換えび途中で終了 
し、誤動作を起こす場合びあります。 


接続する 
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リモコンを準備する かんたん初期設定を 

する 


リモコンに電池を入れる。 

〇保護シートをはびす。 

〇©極側から電化 
を入れる。 



ごを意 


カバーをスライドさせるとさに、指などをはさまないよ 
ラにごを意ください。 


地上アナ□グ、地上 ’ BS ’ llO 度 CS デジタルの受 
信設定は、「かんたん初期設定」で一度にでをます。 


1電源を入れる。 



本機ち側面 

〇を電源スイッチび「入」 （■) であることを確認する 
( KDL -46 HX 700 / KDL -40 HX 700のみ)。 

0電源スイツチを1回押す。 



画面ち下に r 展示モードを実行中です。」と表示された 
場合は、「かんたん初期設定」でご家庭での視聴環境 
になるよラ設定してください。 


2画面のメッセージに従い、リモコンで 
設定する。 



パ*■►で項目や設定を選ぶ。 

決定ボタンで選んだ 
項目や設定を確定する。 


ごを意 


KDL -46 HX 700 / KDL -40 HX 700に付属の U モコンを「かん 
にん初期設定」でテレビ本体に登録しなかつた場合、必要 
によりあとで登録してくださし、。 

本体のホームボタンを巧して、 S (設定)^：5(かんたん 
設定)^[マルチ I 」モコン登録]の順に選び、 IJ モコンを登 
録します。 

5まく登録でをないときは、本機前面のソニーマークに 
I 」モコンを近づけて登録操作をして < ださい。 





リモコンボタンに希望のチヤンネ 
ルを割り当てる 

数字ボタンのチヤンネルは自動で割り当て！5れ 
るので、お好みのチヤンネルと異なることびあ 
ります。その場合は手動で変更してください。 
ホームボタンを巧して、を(設定)^そず(放送受 
信設定)^ [デジタ j レ放送受信設定]^ [地上デジ 
タル：プ U セット登録]または旧 S : プ U セット登 
錫、に S :プ U セツト登錫を選び、お好みのチヤ 
ンネルに変更します。 


マンシヨンなどの共同受信システ 
ムの設定をずる 

[ BS - CS ： 衛星アンテナ設定]を[切]にしてくださ 
い。 

ホームボタンを巧して、を(設定)^1ず(放送受 
信設定)^ [アンテナ設定]^旧5 • CS :衛星アンテ 
ナ設定]^ [切]の順に還びます。 


かんたん初期設定をあとでやり直 
す 

引越しなどでお住まいの地域び変わったとをや 
地上デジタ j レ放送び開始されたとをは、「かんた 
んネ刃期設定」をやり直してください。 

ホームボタンを巧して、を(設定)^,ブ,(かんた 
ん設定)^ [かんたん初期設定]を還び、画面の 
メッセージに従って設定します。 


スタンドのはずしかた 

別売りのフ□アスタンドを使うとをや本 
機を壁に挂がるときは、スタンドをはず 
して < ださい。 

>の位置の本体固定用ネジをはずして< 
ださい。 

KDL -46 HX 700 / KDL -40 HX 700 / KDL -40 EX 500/ 
KDL -32 EX 300/ KDL -26 EX 300 



• 液晶画面を下にして置かないでください。 

•取 D はずしたスタンドのネジは、フ□アスタン 
ドや壁掛けュニットの取り付けに使用しないで 
<ださい。 

•取0はずしたスタンドは、大切にイ呆管してくだ 
さい。フ□アスタンドや壁掛け占、6、付属のス 
タンドに戻す場合に、スタンドを個別に購入す 
ることはでさません。 


初期設定をする 
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テレビを見る 


番組表 



数字 


皿曲圆 

I の I p-'fll I 
阻ロロ 

7SI ^^1^ 


10キ— 



電源を入れる。 



〇主電源スイッチび「入」 （•) であることを確認する 
( KDL -46 HX 700 / KDL -40 HX 700のみ)。 

0電源スイッチを1回巧す。 

2見たい放送を選ぶ。 


-地上- 


デジタル！ 己 S 


n 一 I: 

従来の地上アナ□グ放送をデジタル放送の高画質•高音質で 
引さ続さご覧いただけます。多彩な番組をご覧いただけます。 


3チヤンネルを選ぶ。 


^ 番組表か5選ぶには 

デジタル放送を視聴しなび5、放送中および1時間 
政内の番組を表示でさます。 

10キー選局ずるには 

10キーボタンを押したあと、数字ボタンでチャンネル番号を 
入力して、最後に12ボタンを押します。 

• 011か(デジタル放送)の場合: ' s — 一 Ei 一 ■■一 ■■一 *3 


37 ch (アナ□グ放送)の場合: 


一^■一 19 


枝蚕び付いているチャンネルを選局ずるには 

他の地域の放送わ受信でをる場合、重複するチャンネル番号 
を区別するために、補助的な番号(枝番)び付いています(地上 
デジタルのみ)。 


0112ホの場合: 


*03 一■■一 n - 




の- 




2つのボタンで本機を使いこなそう 

が12、13ページをご覧ください。 


ちよつと一 


チャンネル+ボタン、音声切換ボタン、再生ボタン、数 
字ボタンの「5」の上には、凸点(突起)び付いています。操 
作の目印として、お使いください。 


M テレビを見る 
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i - マニュアルを使う 



岛ち fifi 

fS 

I II 旦 1 灰 11 

I 化 —g い - ■■ 

皿ロロ 

wii gffi 

恤砸砸 



本機は、テレビ本体に電モ取扱説明書 n - マニュアル」を搭載していま 
す。必要なとさに U モコンの i - マニュアルボタンを巧せば、画面です 
ぐに見ることびできます。 


i- マニュアルを表示ずる。 


巧ニユアル 


2パ◄■■►で項目を選ぶ。 



■ i - マニュアルへようこそ 
■ 本機の特長 
■テレビを見る 

番組表や番組検索など、便利な機 
能を知ることびでさます。 
■ホームメニューを使う 
設定など、ホームメニューのさま 
ざまな機能を巧ることびできます 
(が12ぺージ）。 

■ 他機器とつないで楽しむ 
接続のしかたや、つないだ機器の 
楽しみかたを巧ることびでをます。 
接続については、インターネット 
のホームページでちお認でさます。 
h ttp :// www . sony.j p/s up port / 
conne 幻/ quide / index'html 


■ 各部の名前 

本機のボタンや U モコンの使いか 
たなどを巧ることびでをます。 
■故障かな？と思った5 
困ったとをの解み法を巧ることび 
でさます。インターネットのホー 
ムページでちよくあるお問い合わ 
せ 「 Q & A 」 を紹介しています。 
http :// www . sony . co . jp / raq / 
bravia / 

■索引 


画面上のマークについて 

ぐネ機をさ6に便利に使いこなすための情報や操作のヒントなどび書占のていまず。 
み:本機を操作するとをに気をつけることび書かれています。 


イメージ/イラストは実際の表示と異なる場合びあ0ます。 


テレビを見る 
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ホームメニューを使いこなす 


ホームメニューを表示させ、さまざまな機能を使うことびでをます。 


を 

押す。 



2 ♦■►を巧して、カテゴリーを選ぶ。 

3 ♦♦を押して項目を選んで、西を 
押す。 


カテコ f リー内の項目 


ホー厶ニューの項目は、下記のように配置されています。 



お知6せ 

^裂品ヴポート 

苗 

か送。霞 


.•—ジック 


ネットワーク 


ビデオ 


かんたん設定 


^画質•映像設定 
音質•音声設定 


^機器ち 
^»USB 


ネツトワ-ク 


^機器ち 


番組予約 
ネツトワーク 


^機器名 
^.USB 


放送受信設定 
^機能設定 
窗列部入力設定 


通信設定 


お使いの機種や状況により、表示される項目やアイコン 
は異なります。 


ちよつと一 


設定の詳細項目については、が14ページをご覧ください。 


テレビを見る 


12 











オプションメニューを使ラには 

オプションボタンを巧すと、そのとを使 
える機能び表示されます。♦♦を巧して項 
目を選び、©を巧してください。 


■ 

巧 

■ 

I 

■ 

I 


地上デジタル 
テレビ ch 


地上デジタル 
データ ch 


■ 

■ 

000 


|~||—1 

|~||—1 

ま組表•検索 

|~||—1 

|~||—1 

ま組表•検索 

1—1 

|~||—1 

|~||—1 

00 

地上アナ□グ 
ch 

000 

BS テレビ ch 

000 


BS ラジオ ch 


BS データ ch 


■ 

■ 

000 


番組表•検索 
CS テレビ ch 

CS ラジオ ch 

CS データ ch 


HDMI 1 


c =) HDMI 2 
HDM 。 


HDMI 4 


@ 

© 


ビデオ 1 
ビデオ 2 


ぶ〈ブラビア〉イン 
pX ターネットビデ 
^才の機能追加 

。。〇 。インターネット 
。。。〇フフウサ 

アプ U キャスト 


进 EdyViewer * 


喊 j 


コンポーネント 


tc :: 却 


コンポーネント 


2 


□ PC 


KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700 のみ。 










テレビを見る 
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設定項目一覧 

設定のしかたは、 i - マニュアルをご覧ください。 


H お知!5せ 

デジタル放送か5の;ール 
本機か5の;ール 
ボードに S デジタル） 

カード•受信機情報表示 


f 製品サポート 

i -7 ニュアル 
お問い合わせ 

自動ソフトウエアアップデート 


寫。'ん t ん設定 


かんにん初期設定 
マルチ IJ モコン登録4 


輸画質•映像設定 

画質 

設定対象 

画質モード 

標準に戻す 

バックライト 

ピクチャー 

明るさ 

色の濃さ 

色あい 

色温度 

シャープネス 

ノイズリダクション 

MPEG ノイズリダクション 

モーションフ□一# 

シネマドライブ 
詳細設定 
標準に戻す 
黒補正 

アドバンスト C . E . 

ガンマ浦正 

オー トライト U ミツター 
ク IJ アホワイト 
ライブ カラー 
色温度調整 


おまかせ画質センサー 

画面モード(放送や外部入力の設定項目） 

設定対象 
ワイド切換 
オートワイド 
4:3映像 

自動表示領域切換 
表示領域 
画面位置調整 
縦サイズ 

画面モード ( PC 入力/ HDMI 入力につないだパソ 
コン画像の設定項目） 

自動画調整 
標準に戻す 
フェーズ 
ピッチ 
水平位置 
垂直位置 
ワイド切換 
画質•映像詳細設定# 

カラー マトリクス 
RGB ダイナ S ックレンジ 


音質•音声設定 

音質 

設定対象 
音質モード 
標準に戻す 
局音 
低音 

バランス 

サラウンド 

サウンド エン 八ンサー 
自動音量調整 
音量レベル 
スピーカー 出力 
へッドホン使巧時設定 
音声外部出力設定 
操作音 

光音声出力設定 
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倍放送受信設定 

アンテナ設定 

地上デジタル:アンテナレベル 
BS : 衛星アンテナレベル 
CS : 衛星アンテナレベル 
地上アナ n グ:アンテナレベル 
BS - CS : 衛星アンテナ設定 
デジタル放送受信設定 

デジタル共通:地域設定(県域） 

デジタル共通:地域設定(郵便番号） 

地上デジタル：自動チャンネル設定 
地上デジタル:プ U セツト登録 
地上デジタル:チャンネル登録 
BS : プ U セツト登録 
BS : チャンネル登録 
CS : プ U セツト登録 
CS : チャンネル登録 
BS - CS : 降雨対応放送受信 
アナ n グ放送受信設定 

地上アナ□グ:自動チャンネル設定 
地上アナ □ グ:チャンネル登録 
地上アナ n グ:ホーム;ニュー表示 
放送受信詳細設定 
チャンネル選局 

地上デジタル:自動チャンネル変更 
地上デジタル:受信状態 
番組の継続視聴 

データ放送:セキュ I 」ティサイト自動接続 
データ放送:証明書のダウン□ー ド確認 
データ放送:証明書のダウン□ー ド 


^機能設定 

シーンセレクト 
省エネ設定 
消費電力 

消費電カレベルバー表示 
無操作電源オフ 
PC パワーマネジ;ント 
視聴•インターネット制限設定 
暗証番号設定 
視聴年齢制限設定 
インターネットアクセス制限設定 


タイマー 

現在時刻設定 
オンタイマー 
ス U —プタイマー 
表示設定 

お知5せタイトル 
時計表示 

デジタル放送:字幕 
デジタル放送:で字スーパー 
デジタル放送:データ取得中表示 
本体設定 

USB オートスタート 
ホー 1\ 乂ニユ ー速度設定 
おすすめナビ 
高速起動 

□コ'イルミネーション* 

個人情報初期化 


稳外部入力設定 

オートインプットスキップ設定 
HDMI 機器制御設定 
HDMI 機器制御 
テレビ^り01\/11機器電源連動 
り01\/11機器^テレビ電源連動 
HDMI 機器一覧 
リモコン操作ボタン設定 
録画機器選択 


^通信設定 

ネットワーク設定 
インターネットコンテンツの更新 
接続サーバー設定 
接続サーバー診断 
レンダラー設定 
レンダラー機能 
レンダラーアクセス制御設定 
レンダラー詳細設定 

KDL -46 HX 700 / KDL -40 HX 700のみ。 


ごを意 


• お使いの機種や状況によ0、表示される項目は異な0 
ます。 

• グレー表示の項目は選べません。 


ーテレビを見る 
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故障かな？と思った 5 


i - マニュアルの「故障かな？と思った引もあわせてご覧ください。 

インターネットのホームページでもよくあるお問い合わせ 「 Q & A 」 を紹介しています。 
http :// www . sonv . co . jp / faq / bravia / 


まず確認してください 

アンテナ線 (VHF/UHF 用同卽アン 
テナケーブル)をしつか0つなぐ。 


電源コードをしっかりつなぐ。 


本«：のま電源スイッチ#と電源 
スイッチを入れる。 


が/ 



が/ 



ゆるんだり、巧けたりして 
いないか。 

芯線び巧びっていないか 
(が6ページ）。 


KDL -46 HX 70 0 L がが)機種 
では、電源コードは本機に 
付いています。 



のみ。 


こんな場合は故障ではありません 


画面に巧る点、または光6ない点 
がある。 



「ピシッ」といラをしみ音が出る。 
_ \ピ シ ッノ 


輝点•滅点 


液晶テレビの映像は微細な画素の 
集合です。 

画面の一部に画素欠けや輝点びを 
在する場合びあります。 




電源を入れたときや電源スタンパ 
イ時に r カチッ」と音がずる。 

\カチッ/ 


電源を入れているかどラかに関わ 
5ず、周囲との温度差でキヤビ 
ネットび伸縮し、「ピシッ」という 
音び出ることびあります。 


電源を切ると赤色のランプが点な 
ずる。 

本機は、テレビの電源スイッチで 
電源を切ったとさにスタンバイに 
なる仕様となっています。 




電源を入れたとさは、内部の回路 
び働くため音びします。 

また電源スタンバイ時は、データ 
受信やソフトウエアの書さ換えの 
た故に本機の電源び自動的に入り、 
音びすることびあります。本機前 
面の図0ランプびオレンジ色に 
点滅しますび、故障ではあ0ませ 
ん。 


自己診断表示機能が働いています 



画面び消え、本機前面のむランプが赤色に点滅ずる。 

本機に何らかの異南び起さています。のランプの点滅回数をご 
確認の5え、ソニーご相談窓□にお問い合わせ<ださい。 


困つたとをは 
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症げ_対処のしかた _参照 ぺージ 


本機の電源た巧ち然 • 撫操作電源オフ：!を設定していると自動的に電源び切れます。 

15 

. [オンタイマー]を和用して電源を入れた場合、設定した視聴時間を経過すると、電 
か消えていた。 源び切れます。 

15 

電源スイッチで電源を • 本機は、最新の番組表情報などを自動的に取得できるよラにするため、電源スイッ 

切ってわ本機前面のス チで電源を切ったとさは、スタンバイにな 0 ます。スタンバイ時にはスタンバイラ 

一，,、./- . 七、 ンプ(ホ色)び点のします。スタンバイ時のミ肖費電力は、をな仕様をご覧<ださい。 

タン八イフンプ(赤色） 

び消无ない。 


1」モコンでホ:;を • 電池を交換してください。操作したときに、ふたの中の TV ボタンまたは録画機器ボ 

了^、キ7了^> タンび点滅していた5、電池の電圧び不足していますので、電池の交換び必要です。 

8 

• 電池の受©を正しい向さに入れて<ださい。 

8 

• 本体の主電源スイッチを r 入」の状態にしてください％ 

10 

• 本機や U モコンを金属製のテーブルやラックなどに設置すると U モコンの無線通信 
にち障をさたし操作でをないことがあります4。 


• 近くに電子レンジや無線装置びあるときは U モコンで操作できないことびあります％ 


• U モコンをちラー度登録し直してください％ 

8 

• U モコン先端部を手などで覆わないよラにして操作してください。 


. U モコンは最後に登録した 1 台のテレビしか操作できません％ 


• プラビア U ンク対応機器の操作モードになっています。 U ンクメニューボタンを押 
して、[テレビの操作]一[ホーム(メニュー)]または[オプション]を選び、本機を操 
作してください。 


画像び舌 Lfi る 0 • アンテナ線は電源コードからでをるだけ離してくださし、。 


. これまでお使いの UHF アンテナを地上デジタル用に使用すると、夏信エリア内で 
あってもアンテナ設置状態、屋內配線状態でうまく映5なかったり、画面び乱れた 
りすることびあります。お買い上げ店などにお問いをわせください。 

6 

本機前面の1ランプ • 衛星アンテナびショートしています。 

びををを[•-ち;威す る。 （1) 電源スイッチを押して電源を切り、衛星用同軸ケーブルのお線び BS/1 1 日度 CS IF 

入力端子やケーブルのまわりの金属部分に触れていないか確認してください。 

(2) 電源スイッチを巧して電源を入れて<ださい。 

(3) 「かんたん初期設定」の途中で 1 ランプび緑色に点滅した場をは、「かんたん初期設 
定」をやり直して < ださい。 

(4) 本機のチャンネルを BS デジタルまたは 11 日度 CS デジタルに切り換えたあと、旧 S- 
CS: 衛星アンテナ設定]を[オート]または[入]に設定してください。マンションな 
どの共同受信システムの場をは[切]に設定してください。そのとを BS‘11 日度 CS 
デジタルび正常に受信でさないとさは、[オート]または[入]に設定してください。 

(5) それでち1ランプび緑色に点滅するとさは、電源コードを抜さ、お買い上げ店ま 
たはソニーご相談窓□にお問いをわせください。 

6 

9 


KDL-46HX700/KDL-40HX700 のみ。 


II 困ったときは 
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別売りアクセサリーを取り付ける 


フ□アスタンドを使用ずるかたへ 

本機は下記のフ□アスタンドび使えます。取り付けかたは、フ□アスタンドの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

• SU - FL 71 M (2009 年12月現在）： KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700/ KDL -40 EX 500/ KDL -32 EX 300 

• SU - FL 71 L (2009 年12月現在）： KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700/ KDL -40 EX 500 


壁掛け ユニッ トを使用するかたへ 

本機は下記の壁掛けユニットを使用して、壁に取り付けることびでをます。 

テレビの機種名をお認して、指定された壁掛けユニットを使用してください。また、必ず壁掛けユニッ 
卜の取扱説明書ちご覧になり、お実に行ってください。 

• SU - WL 500(2009 年12月現在）： KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700/ KDL -40 EX 500/ KDL -32 EX 300 

• SU - WU 00(2009 年12月現在）： KDLJ 6 EX 300/ KDL -22 EX 300 


壁に取り付ける場合は、必ず指定の壁掛けユニットを使用し、専門業をに取り付けを依頼してく 
ださい。また、取り付け時には設置関係ちじ(夕 •! •近づかないでください。 

専門業者！;(外の人び取り付けたり、壁への取り付けび不適切だと、テレビび落下したりして、巧 
撲や骨がなど大けびの原因となることびあります。 


下記もご覧ください。 

. 壁掛け ュニッ トの取扱説明書 （ r 手順2:ベースプレートのホルダーを合わせる」の作業は KDL - 
26 EX 300 では不要です） 

• 「スタンドを取り付ける」（が3ページ） 

• 「スタンドのはずしかた」（が9ページ） 

テレビ本体を付属のスタンドの上に設置し、マウンティングフックを取り付けてください。 
SU - WL 500 SU - WL 100 



ごを意 



SU - WL 100 を使用する場合は、テレビ後面左側からマウンティングフックを取り付けてください。ち側を先に取り付ける 
と、角度を調整する場合、作業しづ5くなります。 


J その他 
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テレビ取り付け寸法表 

SU - WL 500 




テレビを取り付けたとさの画面の中必位置 


SU - WL 100 




テレビを取り付けたときの画面の中必位置 


単位 : mm 



テレビ寸法 

画回中*じ 

取りた 

りす角度による長さ 

テレビ型名 

寸法 

角度が 

角度 2 cr 


® 

感 

⑥ 

〇 

e 

曰 

旧 

の 

KDL -46 HX 700 

1,154 

704 

84 

439 

162 

377 

662 

480 

KDL -40 HX 700 

1,023 

628 

122 

439 

160 

349 

591 

479 

KDL -40 EX 500 

992 

599 

122 

426 

159 

341 

567 

463 

KDL -32 EX 300 

800 

497 

172 

426 

157 

303 

470 

461 

KD い 6 EX 300 

672 

423 

97 

315 

160 

262 

402 

323 

KDL -22 EX 300 

551 

367 

133 

329 

143 

222 

348 

328 


取り付け寸法は取り付け状態により若干異なることびあります。 


A 警告 

取り付ける壁にはテレビ質量の4倍に耐えられる強度を要します。 
テレビの質量はページをご覧ください。 


■その他 
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# SU - WL 500の取り付け時、上記のテレビ型名表に記載 
されている機種では、 a のフック位置は使巧しません。 
20 


ネジ•フック位置一覧表 


テレビ型ち 

ネジ位置 

フック位置 

KDL -46 HX 700/ KDL -40 HX 700/ KDL -40 EX 500 

ん g 

b 

KDL -32 EX 300 

e、g 

C 

KD い 6 EX 300 

— 

a 

KDL -22 EX 300 

— 

b 


ネジ位置 

マウンティングフックをテレビに取0付ける場合 
SU - WL 500 



フック位置 

テレビをベースブラケットに取り付ける場合 

SU - WL 500 SU - WL 100 


その他 






























主な仕様 


受倍方式 

NTSC 方式、地上デジタル放送方式、 BS デジタル放送方式、110度 CS デジタル放送方式 

受信チヤンネル 

地上アナ□グ: VHF 1〜12チャンネル、 UHF 13〜62チャンネル 

CATV (ケーブルテレビ放送会社との受信契約び必剪： C 1 3〜 C 63 

地上デジタル ‘ BS デジタル’110度 CS デジタル(テレビ•ラジオ•独立データ)の各チャンネル 

BS デジタル‘110度 CS 
デジタル対応周波数 

1022〜 2072 MHz 

BS デジタル‘110度 CS 
デジタル対応□一カル 
周波数 

10.678 GHz 

使用スピーカー 

46 HX 700/40 HX 700： 40 EX 500/32 EX 300： 

フルレンジ 3.4 XI 0.5 cm 角型 (2) フルレンジ 4.5 x 13 cm 精円型 (2) 

旅 EX 300/22 EX 300: 

フルレンジ4 X 1 0 cm 精円型 (2) 

音声出力 
(実巧最大出力） 

46 HX 700/40 HX 700/40 EX 500/32 EX 300： 

10 W +10 W 

26 EX 300： 22 EX 300： 

8 W +8 W 5 W +5 W 

アンテナ端子 

VHF / UHF 、 BS /1 10度 CS IF 75 0 F 型コネクター(コンバーター用電源出力、 DC 15/1 IV 最大 4 W 、 

お線側+、オート/入/切、ニュー切り換え） 

ビデオ1、2入力端子 

映像：ピンジャック 

音声：ピンジャック、2チャンネル 

コンポーネント1、2 
入力端子 

D 5 映像: D 端モ 

音声：ピンジャック、2チャンネル 

HDMI 1 〜4入力端子 

映像:デジタル RGB / YCb ( Pb ) CrCPr ) 

音声: PCM (32 kHz 、 44.1 kHz 、48 kHz )、 ドルビーデジタル、 MPEG 2 AAC (デジタル放送） 

(アナ□グ)音声 ( HDMI 4 入力のみ）： PC 音声入力端子を兼巧 

音声出力(巧変/固定） 
端子 

2 ch 出力、ピンジャック 

へッドホン端子 

ステレオ S ニジャック 

光デジタル音声出力 
端子 

角型端子、 PCM (32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz )、 ドルビーデジタル、 MPEG 2 AAC (デジタル放送） 

LAN (10/100) 端デ 

10 BASE - T /100 BASE - TX コネクター(ネットワークの使用環境により、接続速度に差び生じることびありま 
す。本徽ま 10 BASE - T /100 BASE - TX の通信速度や通信品質をな話するものではありません。） 

^^1_八[\]接続には、「カテコ' U -7」 と記載された 10 BASE - T /10 日 BASE - TX の LAN ケープル(別売り）を使用し 
てください。 

PC 入力端子 

RGB 映像 : Mini D - Sub 15 ピン 
音声:ステレオ S ニジャック 

USB 端子 

Hi-Speed USB 


11その他 


システム 


入出力端子 
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受信機型サイズ 40 V などは、有効画面の対角寸法を基準とした大ささの目まです。 


使用温度 

日で〜40。仁 

消費電力 

46 HX 700： 

21 0 W 

40 HX 700： 

172 W 

40 EX 500： 

170 W 

32 EX 300： 

90 W 

成 EX 300: 

69 W 

22 EX 300： 

61 W 

消費電力(待機時） 

46 HX 700/40 HX 700： 

0.17 W (リモコン待機時ただし、データ取得時を除く）、 12.5 W (高速起動 r 入」時） 

40 EX 500/32 EX 300/26 EX 300： 

o . iwo 」 モコン待機時ただし、データ取得時を除く）、 12.5 W (高速起勘 r 入」時） 

22 EX 300： 

o . 2w ( u モコン待機時ただし、データ取得時を除く）、10.5 W (高速起動 r 入」時） 

年間消費電力量 
(スタンダード時） 

46 HX 700： 
210 kWh / 年 

40 HX 700： 

1巧 kWh / 年 

40 EX 500： 
136 kWh / 年 

32 EX 300： 

6弓 kWh / 年 

成 EX 300: 
57 kWh / 年 

の EX 300: 
48 kWh / 年 

区分名 

46 HX 700/40 HX 700/40 EX 500 : DG 

32 EX 30 0 :DN 

成 EX 300/22 EX 30 0 :DK 

受信機型サイズ 

46 HX 700：46 V 

40 HX 700/40 EX 500：40 V 

32 EX 300 :32 V 

成 EX 300 :26 V 

22 EX 300：22 V 

パネル解像度 

46 HX 700/40 HX 700/40 EX 500 :1920 X ] 080 X 3 ( RGB ) (ドット:か平 x 垂直） 

32 EX 300/2目 EX 300/22 EX 300:136目 X 7目8 X 3( RGB )(ドット:水平 X 垂直） 

有効画面サイズ 
(幅•高さ•巧角） 

46 HX 700:101.8.57.3.116.8 cm 

40 HX 700/40 EX 500：88.6-49.8-101.6 cm 

32 EX 300：69.8-39.2-80.0 cm 

26 EX 300：57.6-32.4-66.1 cm 

22 EX 300： 47.7 •26.8- 54.8 cm 

視野角(左ち/上下） 

46 HX 700/40 HX 700/40 EX 5 日 0/32 EX 300/2 目 EX 300: 178/178度 ( JEITA 規格準拠コントラスト比10:1 ) 

22 EX 300: 176/176度 ( JEITA 規格準拠コントラスト比10:1 ) 

最大がお寸法 
(最大突起部分を除 <) 
(幅 X 高さ X 奥行を） 

46 HX 700 :11 5.4 X 70.4 X 10.2 cm 

115.4 X 74.1 X 37 cm (スタンド含む） 

4 日 HX 7 日日： 1 日 2.3 X 62.8 XI 0 cm 

1 02.3 X 66.5 X 31 cm (スタンド含む） 

40 EX 500： 99.2 X 59.9 X 9.9 cm 

99.2 X 63.6 X 26.0 cm (スタンド含む） 

32 EX 300: 80.0 X 49.7 X 9.7 cm 

80.0 X 53.2 X 22.0 cm (スタンド含む） 

成 EX 300 : 67.2 X 42.3 X 弓. 9 cm 

67.2 X 45.9 X 22.0 cm (スタンド含む） 

22 EX 300：55.1 X 367 X 8.2 cm 

55.1 x 40.2 X 21.5 cm (スタンド含む） 

質量 

46 HX 700： 24.3 kg 

28 . 4 kg (スタンド含む） 

40 HX 700： 19.2 kg 

22 . 4 kg (スタンド含む） 

40 EX 500： 14.2 kg 

16 . 4 kg (スタンド含む） 

32 EX 300:9.5 kg 
り. 0 kg (スタンド含む） 

26 EX 300 :7.3 kg 

8.8 kg (スタンド含む） 

22 EX 300 :6.0 kg 
目. 6 kg (スタンド含む） 

電源 

AC 100 V 、50/60 H 之 


電源部、その他 


M その他 
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区分ちと年間消費電力量について 

• 区分名 

「エネルギーの使巧の合理化に関する法律(省エネ法)」では、テ 
レビに使巧される表示素テ、アスペクト比、画素数、受信可能 
な放送形態および付加機能の有無等に基づいた区分を行ってい 
ます。その区分名称を言います。 

• 年間消費電力量 

省エネまに基づいて、型サイズや受信機の種類別の算定式によ 
り、一般家庭での平均視聴時間 (4.5 時間）を基準に算出した、1 
年間に使巧する電力量です。 

• rJISC 61000 -3-2 適合品」です。 

JISC 61 000 -3-2 適合品とは、曰本工業規格 r 電磁両立性-第 3-2 
部:限度値-高調波電流発生限度値 （ 1相当たりの入力電流び 20 A 
し八下の機器)」に基づ去、商用電力系統の高調波環境目標レベル 
に適合して設計’製造した製品です。 

• ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されていま 
す。 

Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号はドルビーラボラトリーズ 
の商標です。 

• " XMB ’、 および"ク□スメディアバー"は、ソニー株式会社およ 
び株式尝社ソニー•コンピュータエンタテイン ントの商標で 
す。 

• "FACE DETECTION " の□コはソニー株式会社の商標です。 

• HDMI 、 HDMI ロコ‘、および High - Defin け i 日 n Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing 山：の商標もしくは米国および 
その他の国における登録商標です。 

• DLNA ®, the DLNA Logo and DLNA CERTIFIED ® are 
trademarks , service marks , or certification marks of the 
Digital Living Network Alliance . 

• Adobe は Ad 日 be Systems Incorporated (アドビシステムズ 
社)の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。 

• 「アクトビラ」マーク、および 「a cTV i I a 」、 「アクトビラ」 
は、株式会社アクトビラの商標または登録商標です。 

• 「おサイフケータイ」は株式会社 NTT ドコモの登録商標です。 

• Fel に a (フ卫リカ）はソニー株式尝社の登録商標です。 

•「 POCKETCHANNEU 、 「ポケットチヤンネル」はソニー株式会 
社の登録商標です。 

•「 Edy (エディ）」は、ビットワレット株式会社び管理ずるプ U ぺ 
イ ド型電子 マネーサービスのプランドです。 

. rOR コード」は株式会社デンソーウエーブの登録商標です。 

• このテレビは日本国内巧です。電源電圧、放送規格の異なるが 
国ではお使いになれません。 

• 仕様およびが観は改良のため予告なく変更することびあります 
び、ご了承< ださい。 


田 DOLBY 菌 


DIGITAL 


HESmi 


巧 dina 

CERTIFIED 


長くお使いいただくためのお手入 
れ方法 

液晶画面には、反射による映0込みを抑えたり、映像を 
見やすくしたりするために、特殊な表面処理を施してい 
ます。 

誤ったお手入れをした場合、テレビを傷つける原因にを 
な0ますので、次のことを必ずお守0ください。 

液晶画面、外装のお手入れについて 



• お手入れをする前に、必ず電源プラグをコンセントから损いて 
ください。 

• 液晶の画面は特殊加工びされていますので、なるべく画面に軸 
れないぶラにして < ださい。 

• 本機に直接水や洗剤をかけないでください。吹をかけた水や洗 
剤び画面下部やが装部にたれて本機び故障する場合びあります。 


中性洗剤を水で薄める。 

固く絞る。 

. 画面や外装の巧れをふさ取るとさは、めびね拭をなどの乾いた 
柔らかい巧でそっとふき取ってください。 

• 万一、油性マジックなどび付着してしまった場合は、水で薄め 
た中性洗剤などに巧を浸して固く絞ってふを取り、最後に乾い 
たおで軽くふいてください馈くこすると、液晶表面に傷びつ 
さます)。 

. クレンザーのよラな研磨剤び入った洗剤は使わないでください。 

• ふを取るとさの圧力で、液晶配列び崩れて、巧れのよラに見え 
ることびあります。これは、電源を入れ直すと元に戻ります。 

• 印刷面は乾いた柔らかい巧で T 寧にふいてください。讯などで 
ひっかくと、印刷面び傷つくことびあります。 




揮発性のをの(殺虫剤、 
シンナー、ベンジンなど） 
は使巧しないでくださし、。 


• 殺虫剤のよラな揮発性のものをかけたり、シンナーやベンジン 
などは使ったりしないでください。変質したり、塗装びはげた 
りすることびあ0ます。 



• テレビとスタンド(テープルトップスタンド)部の間は狭いので、 
手を挟むことびありまず。 

柄つきのモップなどを使巧することをおすすめします。 

. 3ムやビニール製品に長時間接軸させると、変質したり、塗装 
びはげた0することびあります。 

• 市販の化学デラをんやク U —ニングク□スなどを使ラとをは、 
その販売会社に確認して<ださい。 

• 市販の液晶パネル用な護フイルターなどは使わないでください。 
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保証書と アフター 
サービス 


本機は日本国内専用です。電源電圧や放送規格 
の異なる海外ではお使いになれません。 

保証書に ついて 

• この製品は保証書び添付されていますので、お買い上 
げの隙、お買い上げの店からお受け取0ください。 
•所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大 
切に保存してください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

ただし、液晶パネルは2年間です。 

. 本機のメモリーに保存されたデータは、保証の対象外 
です。 

アフターサービス 

調子が悪いとさはまずチェックを 

「困ったとさは」の項を参考にして、故障かどラかをお調 
ベ < ださし、。 

それでち具合び悪いときは ソニー ご相談窓口へ 

• 雲表紙にあるソニーご相談窓口へお問い合わせくださ 
い。 

• BS デジタル、110度 CS デジタルの放送局との受信契約 
や番組に関しては、ご覧にな0たい放送局のカスタマー 
センターや衛星サービス舍社、 B - CAS カスタマーセン 
ター靖話番号0570 -000-250) にお問い合わせください。 
• デジタル放送全般については(社)デジタル放送推進協 
尝 ( Dpa ) のホームページをご覧ください。 
h ttp ：// www . dpa . or.jp 

• 地上デジタルの受信相談については、総務省地上デジ 
タルテレビジョン放送受信相談センターにお問い合わ 
せ < ださし、。 

電話番号0570 -07-01 01 

(平日9:00〜21:00、±•日•祝日9:00〜 18:00) 

部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再生、再利巧す 
る場合びあります。その際、交換した部品は回収させて 
いたださます。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていただをます。 
詳しくは、保証書をご覧ください。 

何らかの原因でコンテンツび外部方ディアや外部記録機 
器 （">< モリースティック"、デジタルレコーディング八一 
ドディスクドライブなど）に記録でさなかった場合や、外 
部メディア•外部記録機器に記録されたコンテンツび破損 
または消去された場合など、いかなる場合においてちコ 
ンテンツの補償およびそれに付随するあ5ゆる損害につ 
いて、当社は一切責任を負いかねます。あらかじめご了 
承 < ださい。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望によ0有 
料で修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社では、カラーテレビの補修用性能部品(製品の機能を 
維持するために必要な部品)を、製造打ち切り後8年間保 
有しています。この部品保有期間を参理巧能の期間とさ 
せていたださます。保有期間び経過したあとでち、故障 
箇所によっては参理可能の場合びあ0ますので、お買い 
上げ店か、ソニーご相談窓□にご相談ください。 

ご相談になるとをは次のことをお知6せください。 

型名： KDL -46 HX 700 KDL -40 HX 700 

KDL -40 EX 500 KDL -32 EX 300 

KDLJ 6 EX 300 KDL -22 EX 300 

故障の状態:でさるだけ詳しく 
購入年月日： 



This television is designed for use in Japan only and 
cannot be used in any other country . 


r 接続ガイド j ホームページ 

本機の接続などに関する情報を、政下のホームページ 
でち確認でさます。 

http://www.sony.jp/support/connect/guide/ 

index.html 

「 Q & A 」 ホームぺージ 

お客様か5よくあるお問い合わせと解決法に関する情 
報を、处下のホームページで確認でさます。 
http://www.sony.co.jp/Taq/bravia/ 

本機を壁にかけて使用する場合の設置方法はこの取扱説 
明書に記載されています。別冊の取扱説明書 r 本機を壁に 
かけて使う」は付属していません。 


ぶくあるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをご活用ください。 

http :// www . sony . co . jp/support 


つ u —ダイヤル 

フリーダイヤル 

0120-333-020 

0120 -222-330 

携帯電話. PHS. —部の IP 電話 

携帯電話. PHS •—部の IP 電話 

0466 -31 -吕511 

04巨白- 31-2531 


X取扱說巧書’リモコン等の購入旧該は 


こち6へお問い合わはください。 


FAX (共ほ）0120 -333-389 


上記ま号へ接続を、最巧のガイダンスが流れている間に 

に ooj+r#j 

を巧してくだごい。直接、担当窓□へおつなざしまず。 
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